〈連載第二回〉 
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ガ ロ ” 5 月号に つづく 


“大空と雑草の詩”（第二話）昭和41年1月23日完成 


☆この作品についての御意見 
又は青春漫画に対する御意 
見をお知らせ下さい。 

送り先 

金沢市額新保町 84の49,の5 

小川 晃 


•お^は、ある所には ワン サとあ 

るが、無い^にはまるでない。 

IR するに一人の Ai F B % f が十 w ^ の 5- 

幸福を横 どり しているのである。12 

11崴、徵りの加 A ^ は一人の粼に一 

d 

苦しむ といぅことになる。 

_ある偉い大臣がいつた#がある 
「貧乏人は麦をくえ」 

齡街ちにしてみれば、！^は 
虫ケラのょぅに思えるのかも她 
れないが、そんな抓こそ銜にし 
てみれば、篆^.虫ケラなょぅな 
人間が多い。 

•僕は何党を3持しているわけで 
もない が、 生きるために当然の 
ことは主張しておく。 










